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第２次南砺市教育振興基本計画 第３回策定委員会会議録

１．日  時  令和２年１月３１日（金） 午後２時００分から午後３時１０分 

２．場  所  南砺市役所井波庁舎 ３階多目的ホール 

３．出 席 者  ・委員１３名 

        水上義行 委員長、岩井透 副委員長、山田誠 委員、森田正人 委員 

中川加夜子 委員、横山一乃 委員、玉井順一 委員、土原久美子 委員、 

舘英二 委員、長谷川総一郎 委員、山下郁子 委員、小森久美 委員、 

田尻正美 委員 

        ・事務局１１名 

        松本謙一（教育長）、村上紀道（教育部長）、山本悦司（文化・世界遺産課文

化振興係長）、武田秀隆（教育部参事・こども課長）、氏家智伸（教育総務課

長）、桜野高弘（生涯学習スポーツ課長）、水上武司（スキー国体推進室長）、

安川絹枝（中央図書館長）、北島一朗（教育総務課副参事）、堀桂子（教育総

務課主幹）、教育総務課主事（１名） 

４．欠 席 者  ・委員２名 

        尾田慎一郎 委員 前田啓子 委員 

５．傍聴人数  なし 

６．協議事項  （１）第２次南砺市教育振興基本計画（案）について 

○開会 

○委員長挨拶 

（水上委員長） 

第３回の策定委員会ということで実質的に最後の回となりますので、忌憚のないご意見をい

ただきたく思います。小学校がいよいよ４月から新しい学習指導要領の本格実施となり、新し

い教科やそれに伴う活動が入ってきます。学習指導要領の改訂によって新しいことが次々と入

ってくる中で、それをうまく活用したり、どのように成果をあげたりするかということは大変

難しいと思います。そういったことについて学校は真剣に取り組んでいくので、教育委員会が

協力・支援をして、かたちにしていっていただければと思います。今日はよろしくお願いいた

します。 

○協議事項 

※各課長から説明 

○閉会あいさつ 

（岩井副委員長） 

南砺市では現在、市の第２次総合計画（南砺まちづくりビジョン）を策定していると聞いて
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います。計画やプランがいくつあるか数えてみたら、約１６課にわたって４５程度あるようで

した。教育部でもそのうちのいくつかの計画の策定に取り組んでいるということであります。

皆さまのおかげでほぼ出来上がりつつある第２次南砺市教育振興基本計画が、市の今後５年間

の教育・生涯学習、それから子育て、文化芸術といった分野の根幹を成していくと思っており

ます。社会の変化は、私たちには経験のない、それから予想もできないような方向、そして速

さで現れてきています。そのような中であるからこそ、この教育振興基本計画に則り、不変の

ものも大事にしつつ、行間に込められた思いも汲み取ったような政策が澱みなく実行されるこ

とを望んでいます。委員の皆さまには今日までに３回に渡って参加していただくとともに、運

営にご協力いただき、感謝いたします。本当にありがとうございました。

（松本教育長） 

水上委員長、岩井副委員長を始め、委員の皆さまには３回に渡ってご参加いただいただけで

なく、資料を念入りに読み、それぞれのお立場から意見をいただき、本当に策定委員会のため

に尽力していただきました。ありがとうございました。策定委員会でいただいた意見を基に修

正するとともに、どうやって実践していくかということが、次の大きな課題だと思っています。

人口が少しずつ減ってお金が無くなってきている中でも、やはり教育を大事にして、市民や子

どもたちに明るい希望を持ってもらえるような南砺市にできるのが、この教育部ではないかと

思っています。今後、計画を実践していく中で、色々と思われることもあるかと思います。そ

の時は、またご意見をいただいて、これからも支えていただければと思います。本当に委員に

なっていただき、ありがとうございました。これからもまたよろしくお願いします。

質疑・意見 

策定委員 

教育総務課所管

１０ページの⑤キャリア教育の推進については、修正していただいたとこ

ろだが、文言を見ていると、小学校は小学校で、中学校は中学校でそれぞれ

行っているというような書き方になっている。キャリア教育については、小

学校から中学校、中学校から高等学校といった継続性・連続性のある学びと

いうものが今後ますます求められていく。県の教育委員会でもそのような動

きを持っていて、キャリアパスポートなるものを活用していきましょうとい

うことを言っている。小学校のときにファイルを１つ作って、その中にキャ

リア教育に関わる学習したことを蓄積して、中学校へ引き渡し、さらに積み

重ねて高校までも持っていくという流れを、来年度から行っていこうという

ことになっているようだ。そこで、最後の「～形成していきます。」から「ま

た、小学校から高等学校までキャリア形成が連続性・継続性をもって展開さ

れるようキャリア教育の充実をはかります」というような文言を加えること

を検討していただければと思う。
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事務局 

策定委員 

事務局 

策定委員 

事務局 

策定委員 

事務局

策定委員

事務局

そのように修正させていただく。

１１ページ、１４ページの注釈に、キャリア教育、小中一貫教育、ICT 教
育、プログラミング教育の４つの教育に関する説明文がある。その中で最後

のプログラミング教育だけが語尾が違うので、合わせた方がよいのではない

か。１３ページの【主な取組み】の①について、新聞記事では公共施設再編

に関して相反するような方向性が出ていたように思うが、この方向性で記載

して問題ないか。

市議会でも同じ指摘をいただいた。南砺市の教育委員会としてはこの記載

のように進めているが、公共施設再編の議論を見て、市の方針と整合性がと

れていないのではないか、この書きぶりも改めた方がよいのではないかとい

うご指摘を受けた。そこで、現在の市の方針について内部で確認をした。こ

の教育振興基本計画に書いてある方針で南砺市は進めていこうということで

全庁的に話をしている。市民の皆さま、議会のみなさまにご理解をいただき

ながら、記載のとおりの方向性で進めさせていただきたいと思っている。

７ページの（１）の【現状と課題】２つ目の中点について、市のスクール

ソーシャルワーカーや適応指導員に関しては記載どおりで間違いないが、学

校からすれば子どもたちの不登校等の問題行動の解決には、スクールカウン

セラーの存在が非常に大きい。そういった方々と連携を図りながらというよ

うな文言があってもよいのではないかと思った。７～９ページは全てスクー

ルソーシャルワーカーと適応指導員ということになっていて、スクールカウ

ンセラーという文言が１回も出てきていない。１０ページの一番上の中点の

ところに「県が全中学校区に配置しているスクールソーシャルワーカーとも

連携をとりながら」という部分に、スクールカウンセラーを記載してもよい

のではないかという気がする。

全体的な流れもあるので、そのあたりを確認して検討させていただきたい。

生涯学習スポーツ課所管

２４ページの青少年健全育成活動への支援の【主な取組み】の①について、

スペース的にも問題ないと思うので、もう少し具体的な事例の追加をさせて

いただきたい。８支部で組織されている市民会議で、各支部それぞれ独自の

活動をしているので全ては書き切れないが、青少年健全育成の団体を運営し

ている者として、責任を持って担当課長と検討する。具体的な事例を追加す

る、そのお許しをいただきたい。

主立った事業を記載すればよいと思う。協議する。

２８ページの【参考指標】には国民体育大会と高校総体に関するデータし

か書いていないが、全中には南砺市からは出場していないのか。小学校でも

いないのか。

小学校から全国大会に出場しておられる方もいる。



4 

策定委員

事務局

事務局

策定委員

事務局

事務局

策定委員

策定委員

事務局

策定委員

事務局

策定委員

事務局

策定委員

高校総体だけでなく、全中もあるはずなのに、そのあたりが抜けているよ

うな気がする。小学校については２８ページの【主な取組み】①の中点２つ

目に「小学校との情報共有も図りながら」と書いてあるが、中学校について

は全く触れていない。

全中についても追記させていただく。

小学校も中学校も全国大会に出場している優秀な子どもが何人もいる。

今の流れで全中についても追記するということになれば、【参考指標】にも

全中について追記されたらどうか。

確認させてほしい。

策定委員さんの言われることは十分理解できるので、計画書の中の文言は

追加することを前向きに検討したい。指標については、たくさんあるものの

中から絞り込んで記載しているので、検討はするが、結果については事務局

にお任せいただきたい。

分かる範囲でよいのでお願いしたい。

こども課所管

３３ページの【取組みの基本的方向】の４つ目の中点にある「保護者が欲

しい数の子どもを安心して子育てできる」という文が、少し分かりにくい気

がする。「生む」という言葉が抜けているので、「欲しい数の子どもを生み育

てることができる環境づくり」や「欲しい数の子どもを生んで育てる」とい

う表現ならまだ分かると思うが、どうか。

「望む数の子どもを安心して生み育てる」という表現で検討したいと思う。

保護者が望むとか欲しいという考え方ではなく、子どもは授かるものだと

思うので、その表現にも違和感を覚える。

持ち帰って課内で検討させていただきたい。

文化・世界遺産課所管

４１ページの【参考指標】のアートで遊ぼう参加者数について、第１回策

定委員会の時には１００人で、第２回策定委員会の時には６０人となってい

たので、今回８０人で２０人多くなり、非常にありがたいと思う。あと気に

なるのが、４２ページの【参考指標】の美術館入館者数について、平成３０

年度が２０,１３７人、令和６年度の目標数が２１,０００人になっている。同
ページの上の表では、平成２９年の美術館入館者数が２１,４８６人になって
いるので、令和６年度の目標値にこの数字はあまりにも寂しいのではないか

と思った。少なく見積もって、平成２９年の２１,５００人くらいでお願いで
きないか。

検討して記載する。

４６ページの文化財の現地研修（立野ヶ原の監的壕）の写真だが、右下の

部分はどなたかの頭部だと思う。もう少し写真を小さくするか、他の写真が
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事務局

策定委員

事務局

策定委員

事務局

策定委員

事務局

策定委員

策定委員

事務局

あれば差し替えた方がよいのではないかと思う。

写真を差替える。

総括

市の第２次総合計画（南砺まちづくりビジョン）の中の教育に関するペー

ジとこの計画の整合性はとれているのか。

総合計画は市の計画の最上位計画であり、教育振興基本計画は下に位置す

る。そのため、整合性をとるということは常に意識しているが、もう一度最

終的に確認はしたいと思っている。

総合計画には、例えば「学ぶことが楽しい」、「学校が楽しい」という文言

が目標に記載されているが、そのような文言が教育振興期基本計画には記載

されているのか。

総合計画の教育の部分は１～２ページくらいにまとめられており、委員さ

んの言われた文言は、強い印象を持ってもらうために使った文言である可能

性もある。そのため、一般的に使う言葉とは違ってくるケースもある。しか

しながら、総合計画に書いてある以上、今後もどこかで使うこともあるかと

思うので、検討させていただく。

９～１０ページのふるさと学習の充実や、キャリア教育の中でもふるさと

学習が大きな部分を占めるであろうことを考えると、地域の様々な素晴らし

い人材を活用できるようなシステムや、それをコーディネートしていただく

方がおられると非常に助かる。学校で人材を探してきたり、全てコーディネ

ートしたりするのはなかなか大変なところがある。人材バンクなのか、コー

ディネーターなのか、そこまでのことを書いてよいのかどうかも分からない

が、少なくとも地域の人材を有効に活用したふるさと教育やキャリア教育を

実施するという部分はあってもよいのではないかと思った。

具体的なことをどこまで書くのかという問題があるので、地域の人材とい

う言葉を入れるかどうかとういうことも踏まえて、検討していく。

人材バンクのようなものはあるのか。

「まちづくり人材リスト掲載に関する回答書」という書類を提出したこと

がある。これは活かせるのではないか。むしろ、これを活かしておられるも

のと思っていた。

市民協働部の南砺で暮らしません課からの文書になる。学校のふるさと教

育の中で、委員さんが言われたようなコーディネートする仕組みについては

今のところないと思うので、今後の課題として受け止めていきたい。


